
 

2012年度 雪氷防災研究講演会 
－ 変動する冬の気候と雪氷災害を考える － 

 
1. 日 時： 平成24年10月24日（水） 13:30～16:30  
 
2. 場 所 ： 富山県民会館 ［富山県富山市新総曲輪4番18号］ 
 

3. 主 催： 独立行政法人 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 

 

4. 後 援： 国土交通省 北陸地方整備局 富山河川国道事務所、富山県、富山市 

       （公社）日本雪氷学会北信越支部、日本雪工学会上信越支部 

 

5. プログラム 
  開会の挨拶 (独) 防災科学技術研究所 理事長 岡田 義光     13:30-13:35 
  来賓挨拶  富山県 生活環境文化部次長      笹林 一樹     13:35-13:45 

 

講  演 「立山の積雪と氷河」                           13:45-14:10 

     （公財）立山カルデラ砂防博物館  

       学芸課長 飯田 肇  

 

「気候変化と北陸の積雪」                 14:10-14:35 

(独) 海洋研究開発機構 地球環境変動領域 

       研究員 川瀬 宏明 

 

       「長期積雪気象観測に基づく山地積雪の変動」       14:35-15:00 

(独) 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター  

      主任研究員 山口 悟 

 

     休     憩                                             15:00-15:15 

 

「富山河川国道事務所の雪氷対策の取り組み」         15:15-15:40 

国土交通省 北陸地方整備局 富山河川国道事務所 

        道路管理第二課長 島尻 清昭 

 

 

「着雪現象解明に向けた実験的研究について」       15:40-16:05 

(独) 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター  

        研究員 佐藤 研吾 

 
総合討論                             16:05-16:20 

 

閉会の挨拶 (独)防災科学技術研究所  

雪氷防災研究センター長 佐藤 威              16:20-16:30 


